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図２－７　３史跡および周辺の発掘調査箇所位置図
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史跡願成就院跡・史跡伝堀越御所跡・史跡北条氏邸跡（円成寺跡）保存活用計画史跡願成就院跡・史跡伝堀越御所跡・史跡北条氏邸跡（円成寺跡）保存活用計画

調査次 調査年度 調査期間 所在地
予備調査 昭和 57年度（1982） 昭和 57年 9月～ 10月 四日町字御所之内 934 － 1
第１次調査 昭和 57年度（1982） 昭和 58年 1月～ 3月 四日町字御所之内 934 － 1
第２次調査 昭和 58年度（1983） 昭和 58年 4月～ 12月 四日町字御所之内 934 － 1他
第３次調査 昭和 59年度（1984） 昭和 59年 8月～ 12月 四日町字御所之内 1005 － 6他
第４次調査 昭和 60年度（1985） 昭和 61年 3月 四日町字築山 981 － 1
第５次調査 昭和 61年度（1986） 昭和 61年 10月～昭和 62年 1月 四日町字御所之内 939 － 8
第６次調査 昭和 62年度（1987） 昭和 62年 6月 四日町字築山 1006 － 1
第７次調査 昭和 63年度（1988） 昭和 63年 4月～ 7月 四日町字築山 981 － 1
第８－ 1次調査 昭和 63年度（1988） 昭和 63年 4月 四日町字御所之内 932 － 1
第８－ 2次調査 昭和 63年度（1988） 平成元年 2月～ 3月 四日町字築山 1007 － 2
第９次調査 平成元年度（1989） 平成 2年 2月～ 3月 四日町字御所之内 974
第 10－ 1次調査 平成 2年度（1990） 平成 3年 1月～ 3月 四日町字築山 1007 － 1
第 10－ 2次調査 平成 2年度（1990） 平成 3年 1月～ 3月 四日町字御所之内 927 － 1
第 11次調査 平成 3年度（1991） 平成 3年 7月～ 8月 寺家字池島 28－ 4
第 12次調査 平成 3年度（1991） 平成 4年 1月～ 2月 四日町字御所之内 929 － 1

第 13次調査
平成 3年度（1991） 平成 4年 3月

寺家字御産所 1224 － 1他平成 4年度（1992） 平成 4年 4月～ 12月、平成 5年 3月
平成 5年度（1993） 平成 5年 4月～ 5月

第 14次調査 平成 4年度（1992） 平成 4年 9月～ 10月 四日町字築山 983 － 1他
第 15次調査 平成 4年度（1992） 平成 5年 1月～ 3月 四日町字御所之内 927 － 1
第 16次調査 平成 5年度（1993） 平成 5年 6月 四日町字御所之内 927 － 1
第 17次調査 平成 5年度（1993） 平成 6年 2月 四日町字御所之内 939 － 8
第 18次調査 平成 6年度（1994） 平成 6年 5月 四日町字御所之内 926 － 2
第 19次調査 平成 7年度（1995） 平成 7年 8月～ 9月 四日町字御所之内 972 － 2
第 20次調査 平成 7年度（1995） 平成 8年 2月～ 3月 四日町字御所之内 928 － 3
第 21次調査 平成 8年度（1996） 平成 8年 6月～ 8月 寺家字御産所 23－ 1他
第 22次調査 平成 10年度（1998） 平成 10年 8月～平成 11年 1月 寺家字御産所 1219 － 5他
第 23次調査 平成 11年度（1999） 平成 11年 11月～平成 12年 3月 寺家字御産所 1219 － 2
第 23Ⅱ次調査 平成 12年度（2000） 平成 12年 8月～ 10月 寺家字御産所 1219 － 2

第 24次調査 平成 11年度（1999） 平成 12年 3月 寺家字御産所 16平成 12年度（2000） 平成 12年 4月～ 5月
第 25次調査 平成 12年度（2000） 平成 12年 7月～ 12月 寺家字御産所 1219 － 7他
第 26次調査 平成 13年度（2001） 平成 13年 5月～平成 14年 1月 寺家字御産所 1224 － 1他
第 27次調査 平成 14年度（2002） 平成 14年 5月～ 6月 四日町字御所之内 946 － 3
第 28次調査 平成 14年度（2002） 平成 14年 6月～平成 15年 3月 寺家字御産所 1224 － 1他
第 29次調査 平成 15年度（2003） 平成 15年 6月～平成 16年 3月 寺家字御産所 1224 － 1他
第 30次調査 平成 16年度（2004） 平成 16年 6月～平成 17年 3月 寺家字御産所 1224 － 1他
第 31次調査 平成 17年度（2005） 平成 17年 7月～平成 18年 3月 寺家字御産所 1224 － 1他
第 32次調査 平成 17年度（2005） 平成 18年 3月 寺家字御産所 10他
第 33次調査 平成 18年度（2006） 平成 19年 2月～ 3月 寺家字守山 1218
第 34 次調査 平成 19年度（2007） 平成 20年 2月～ 3月 寺家字守山 1218
第 35 次調査 平成 20年度（2008） 平成 21年 2月～ 3月 寺家字守山 1218
第 36 次調査 平成 21年度（2009） 平成 22年 2月～ 3月 寺家字守山 1218

表２－５　御所之内遺跡発掘調査一覧表（史跡伝堀越御所跡・史跡北条氏邸跡（円成寺跡））

調査次 調査年度 調査期間 所在地
地形測量 昭和 35年度（1960） 昭和 35年 寺家字池島
第 0次調査 昭和 42年度（1967） 昭和 42年 寺家字池島 83－ 1他
第 1次調査 昭和 44年度（1969） 昭和 45年 2月～ 3月 寺家字池島 1207 他
第 2次調査 昭和 45年度（1970） 昭和 45年 7月～ 9月 寺家字池島 83－ 3他
第 3次調査 昭和 49年度（1974） 昭和 49年 寺家字池島 83－ 4他
第 4次調査 昭和 56年度（1981） 昭和 56年 8月～昭和 57年 3月 寺家字池島 83－ 3他
第 5次調査 昭和 57年度（1982） 昭和 57年 8月～ 9月 寺家字池島 83－ 3他
第 6次調査 昭和 62年度（1987） 昭和 63年 1月～ 2月 寺家字池島 82－ 2他
第 7次調査 平成元年度（1989） 平成元年 8月～ 9月 寺家字池島 112 － 1
第 8次調査 平成 7年度（1995） 平成 7年 9月～ 12月 寺家字池島 80－ 2

表２－６　願成就院跡発掘調査一覧表（史跡願成就院跡）

史
跡
指
定
等
の
概
要

第
二
章　



－ 29－

調査面積 調査原因 調査成果 史跡名

 605.0㎡ 宅地分譲 園池・井戸等 昭和 59年、伝堀越御所跡に指定
範囲確認 園池・遣水等 昭和 59年、伝堀越御所跡に指定

 1048.0㎡ 範囲確認 井戸等 昭和 59年、一部が伝堀越御所跡に指定
 119.0㎡ 住宅建設 堀跡
 72.0㎡ 寺院建設 堀跡・井戸等
 497.0㎡ 民間保養所建設 園池・井戸等 昭和 62年、伝堀越御所跡第一次追加指定
 43.0㎡ 住宅建設 溝
 277.0㎡ 寺院建設 堀跡・井戸跡・土坑墓等
 29.2㎡ 住宅建設 井戸・溝等
 35.9㎡ 住宅建設 堀跡
 432.0㎡ 住宅建設 建物跡・溝・井戸等
 155.6㎡ 住宅建設 井戸・溝・土坑等
 61.9㎡ 住宅建設 井戸・土坑等
 97.0㎡ 住宅建設 建物跡・井戸等
 68.0㎡ 住宅建設 建物跡・井戸等

 2826.7㎡ 民間研修所建設 建物跡・堀跡・井戸・溝・土坑墓等 平成 8年、北条氏邸跡に指定

 216.0㎡ 墓地造成 堀・溝・井戸等
 348.9㎡ 住宅建設 井戸・溝等
 55.0㎡ 集合住宅建設 井戸等
 16.0㎡ 保養所増築 園地・井戸 伝堀越御所跡の指定地内
 62.0㎡ 住宅建設 建物跡・溝・土坑
 101.0㎡ 住宅建設 建物跡・溝等
 89.0㎡ 住宅建設 建物跡・井戸・近代溝
 92.9㎡ 住宅建設 溝・地山整形の段等
 391.2㎡ 範囲確認 土坑・溝・小鍛治跡 北条氏邸跡の指定地内
 154.5㎡ 範囲確認 土坑・溝等 北条氏邸跡の指定地内
 154.5㎡ 範囲確認 土坑・溝等 北条氏邸跡の指定地内

 40.1㎡ 範囲確認 土坑・溝等 平成 13年、北条氏邸跡第一次追加指定

 695.9㎡ 範囲確認 土坑・溝等 北条氏邸跡の指定地内
 512.8㎡ 範囲確認 池・溝・柱穴等 北条氏邸跡の指定地内
 31.8㎡ 範囲確認 土坑・溝等 北条氏邸跡の指定地内
 1758.1㎡ 範囲確認 土坑・溝等 北条氏邸跡の指定地内
 1090.0㎡ 範囲確認 建物跡・溝等 北条氏邸跡の指定地内
 632.7㎡ 範囲確認 建物跡・溝等 北条氏邸跡の指定地内
 820.2㎡ 範囲確認 建物跡・溝等 北条氏邸跡の指定地内
 30.4㎡ 範囲確認 建物跡・溝等 北条氏邸跡の指定地内
 24.2㎡ 範囲確認 建物跡・溝等 北条氏邸跡の指定地内
 325.5㎡ 範囲確認 建物跡・溝等 北条氏邸跡の指定地内
 416.0㎡ 範囲確認 建物跡・池・溝等 北条氏邸跡の指定地内
 333.1㎡ 範囲確認 建物跡・池・溝等 北条氏邸跡の指定地内

調査面積 調査原因 調査成果 史跡名
― 地形測量 園池範囲推定

 140.0㎡ 寺院建設 大御堂・南新御堂 昭和 48年、願成就院跡に指定

 590.0㎡
宅地造成・寺院範
囲確認

南塔 昭和 48年、願成就院跡に指定

 511.0㎡ 範囲確認 南新御堂他 昭和 48年、願成就院跡に指定
 135.0㎡ 範囲確認 南新御堂他 願成就院跡の指定地内
 281.0㎡ 墓地造成 堂宇基壇・井戸他 願成就院跡の指定地内
 88.0㎡ 墓地代替他 玉石群・段状遺構 願成就院跡の指定地内
 109.0㎡ 収蔵庫建設 道状遺構・段状遺構 願成就院跡の指定地内
 258.0㎡ 公民館建替 井戸 埋蔵文化財包蔵地「願成就院跡」範囲内
 466.0㎡ 宅地造成 溝 埋蔵文化財包蔵地「願成就院跡」範囲内
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〇遺構
現在の願成就院境内を中心に発掘調査を実施しているが、トレンチ状の調査が主体であるため、伽藍

整備の状況は不明な部分が多い。現在のところ、池跡を示す明確な遺構は指定地内では確認できていな
い。
史跡内南側の第１次調査では、南塔跡と推定される２段築成の基壇跡（下段：方 11ｍ、上段：方 7.5

ｍ）のほぼ全容が判明しており、石列の主軸差より複数段階の建て替えが想定されている。第５次調査
では、現願成就院境内に六方石を使用した石列、段状に整形した遺構を確認している。
〇遺物
出土遺物は、瓦類が多くを占め、軒丸瓦は三巴文、軒平瓦は陽刻・陰刻剣頭文瓦、唐草文等がみられ

る。軒瓦の一部は、鎌倉の草創期段階に創建された永福寺や鶴ヶ岡八幡宮と同范、同文様であることが
確認されている。
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史跡願成就院跡・史跡伝堀越御所跡・史跡北条氏邸跡（円成寺跡）保存活用計画史跡願成就院跡・史跡伝堀越御所跡・史跡北条氏邸跡（円成寺跡）保存活用計画

調査次 調査年度 調査期間 所在地 調査面積 調査原因 調査成果

第 1次調査 昭和 61年度（1986） 昭和 61年 5月～ 6月 寺家字池島 30－ 1 145.0㎡ 寺院建替 井戸・溝

表２－７　光照寺遺跡発掘調査一覧表

調査次 調査年度 調査期間 所在地 調査面積 調査原因 調査成果

第 1次調査 昭和 62年度（1987） 昭和 62年 11月 寺家字池島 93－ 3 103.0㎡ 住宅建設 柱穴群

第 2次調査 昭和 63年度（1988）
昭和 63年 11月～
平成元年 2月

寺家字池島 93－ 2
他 492.0㎡ 宅地分譲 井戸・土坑墓・溝

表２－８　満願寺跡発掘調査一覧表

調査次 調査年度 調査期間 所在地 調査面積 調査原因 調査成果

第 1次調査 平成 11年度（1999）
平成 11年 9月～
10月

中条字西大洞
469 － 5他 275.0㎡ 範囲確認 土坑・溝

表２－９　守山砦発掘調査一覧表史
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３　本堂裏地区　石列

図２－ 8　願成就院跡第１次調査　南塔跡平面図

史跡願成就院跡発掘調査写真

4　南塔跡出土瓦



イ　史跡伝堀越御所跡
堀越御所跡は、長禄年間（1457～ 1460 年）から堀越公方足利政知の御所として営まれ、伊勢宗瑞（北

条早雲）によって滅ぼされるまで存続した。史跡指定地内では４地点の発掘調査を実施している。史跡
の北側は埋蔵文化財包蔵地の御所之内遺跡が展開し、また史跡の南側は史跡北条氏邸跡（円成寺跡）が
隣接し、いずれも鎌倉時代～室町時代の遺構を確認している。堀越御所と史跡北条氏邸跡（円成寺跡）
との空間構成の解明が課題である。
調査では、15世紀代を中心とする御所に伴うと推定される園池遺構を検出している。

〇遺構
御所之内遺跡第１次調査で池の縁石、景石、遣水、滝口など園池の関連遺構を検出している。第５次

調査では、縁石の配列によって、池跡が改変されていることを確認した。いずれも限られた範囲の調査
であり、池跡の規模・平面形など詳細については不明な点が多い。
〇遺物
鎌倉時代ではかわらけ、京都系かわらけ 

4

、中国産陶磁器、室町時代ではかわらけ、瀬戸美濃陶器喫
茶用具にかかる風炉、茶 等が出土している。大きく２時期に分かれる遺物群は、堀越御所跡の下層に、
北条氏の館跡に関連する遺構が存在することを示している。

4   京都のかわらけを摸倣した在地産の手づくね成形かわらけ
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史跡願成就院跡・史跡伝堀越御所跡・史跡北条氏邸跡（円成寺跡）保存活用計画史跡願成就院跡・史跡伝堀越御所跡・史跡北条氏邸跡（円成寺跡）保存活用計画
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１　池跡滝口 ２　池跡縁石

３　池跡遣水 ４　池跡全景（第 5次調査）
史跡伝堀越御所跡　発掘調査写真



ウ　史跡北条氏邸跡（円成寺跡）
史跡北条氏邸跡の発掘調査は、平成４年（1992）から、これまで 15地点、約 9,000㎡で実施している。
この調査では鎌倉時代の北条氏の館跡、室町時代以降の円成寺跡の遺構が重層的に営まれていることが
判明している。
初めての調査となった、御所之内遺跡第 13次調査では北条氏の館跡の遺構の一部が明らかとなって

いるが、その後の調査では、遺構保護の方針から、上層の円成寺跡の遺構面を調査対象としている。
〇遺構
北条氏の館跡に関連する主な遺構は、区画塀に囲まれた大小の掘立柱建物跡や倉庫で構成される屋敷

跡で、時期ごとに変遷することが明らかになっている。これらの屋敷は 12世紀末から 13世紀前半に
かけて最も多く営まれ、13世紀後半以降は衰退する。建物の柱間寸法は 2.1 ｍを基準としており、こ
れは鎌倉の武家屋敷と同じ尺度である。
円成寺跡に関連する主な遺構は、礎石建物跡・池跡・区画溝・井戸跡などである。谷奥から遺跡の中

心にかけて基準となる南北方向の区画溝が検出され、さらに東西方向の溝により寺域が区画されている。
南北の区画溝の東側から山裾にかけては、礎石建物跡と池跡が配置され、その周辺は整地層によって丁
寧な地業がなされている。

－ 33－
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１　御所之内遺跡第１次調査

２　御所之内遺跡第５次調査
図２－ 9　史跡伝堀越御所跡　池跡平面・断面図 9



－ 34－

史跡願成就院跡・史跡伝堀越御所跡・史跡北条氏邸跡（円成寺跡）保存活用計画史跡願成就院跡・史跡伝堀越御所跡・史跡北条氏邸跡（円成寺跡）保存活用計画
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図２－ 10　史跡北条氏邸跡（円成寺跡）遺構全体実測図



〇遺物
北条氏の館跡に関連する遺物は、全体の９割程度をかわらけが占める。とくに、京都系かわらけが多

数出土していることがこの時期の特徴である。このほか、中国産陶磁器、国産の常滑産陶器・渥美産陶
器がみられる。かわらけは宴会や儀式などのハレの場で用いられる器であり、また、天目茶碗や白磁・
青白磁の壺などの中国産陶磁器は威信財とよばれる貴重な遺物である。これらの遺物は北条氏の権威・
財力の高さを示すものである。
円成寺跡に関連する遺物は、宝珠形水晶製品・仏花瓶・香炉・燭台などの仏具と、天目茶碗・風炉・

柄杓などの茶道具の多いことが特徴である。また、大量に出土した煤のついたかわらけは、堂内の儀式
などで灯明皿として使われたものであろう。
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第
二
章　

１　ロクロ成形かわらけ ２　手づくね成形かわらけ

３　中国産陶磁器

４　常滑産陶器５　灯明皿として使用したかわらけ

６　瓦質土器 ７　宝珠形水晶製品

史跡北条氏邸跡（円成寺跡）出土遺物写真


